職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
監査法人のアシュアランス部門にて約◯年間、上場企業の法定監査および四半期レビューに従事してきました。製造業・小売業を主担当とし、連結財務諸表の勘定分析、内部統制（J-SOX）の整備・運用状況評価、新会計基準適用時の論点整理を担当しています。直近◯年はインチャージとして、チーム◯〜◯名の作業計画と調書レビュー、クライアント経理部門との協議窓口を担っています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：監査法人アシュアランス部門（上場企業を中心に約◯社を担当するチームに所属）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：会計士
【担当業務】
・上場企業（製造業・小売業中心、売上高◯百億円規模）の法定監査における手続の立案と実施
・連結財務諸表監査および四半期レビュー（年間◯社担当）での勘定分析・証憑突合・経営者への質問
・内部統制監査（J-SOX）における業務処理統制・IT全般統制の整備状況および運用状況の評価
・インチャージとしてチーム◯〜◯名の作業割当・進捗管理、監査調書のレビュー、若手メンバーの指導
【実績】
・新会計基準の適用に際し、契約条件のヒアリングと論点整理メモの作成を担当し、法人内審査を経て◯社の会計方針と開示案を期末までに確定させた
・往査前の依頼資料一覧と調書テンプレートを統一し、資料受領の遅延が減ったことで、担当◯社の期末監査の残業時間を前年同期比◯%削減した


■活かせる経験・知識・スキル
・法定監査（会社法・金商法）、連結決算および開示書類のレビュー
・日本基準とIFRSの差異分析、新会計基準適用時の論点整理
・J-SOX評価（業務処理統制・IT全般統制）の計画立案と評価手続
・監査調書作成ツールの利用、Excel（関数・ピボットテーブル・VBA）によるデータ分析
■資格
・公認会計士（20XX年X月登録）
・日商簿記検定1級（20XX年X月取得）
■自己PR
会計論点を事実関係から整理し、クライアントと監査チームの双方が納得できる形に落とし込むことが強みです。収益認識に関する検討では、営業・管理部門へのヒアリングで契約条件と履行時点を洗い出し、論点整理メモを作成して法人内の審査部門と協議したうえで、期限内に会計方針と開示内容を固めました。貴社でも、事実確認と根拠資料の裏付けを重ねる進め方で、決算・開示の論点に早い段階から対応したいと考えています。
以上
